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年間テーマ 砂の探究  

 

子どもの言葉・姿 写真 

探求テーマ 砂遊び ・数名で白砂に触れてみた。 

五感を感じられているのかを聞いてみる

と、「白い」「匂いはしない」と答えが返っ

てきた。 

ひとりの子が「暖かいね」と言うと他の子

も 「暖かい・・」と暖かさに注目が集まっ

ていった。 

・砂の感触を確かめながらさらさらと 

落とした足元を見て 

「ねえ、見て、けむり・・」と喜ぶ。 

砂けむりがたつ自然の現象に気づき繰り

返しやってみる。 

・そして砂けむりを見る為に砂をかき集め

ていると足元に自分の指先の線がついて

いるのを発見する。 

・ 「 いてみる」と意識して砂に線を き

だす。 

・手型を見つけて 「っっ手もっった」と同

じように手も押してみる。 

 

 

・足型はっるかを聞いてみると 

その場で砂を踏んでみて足型ができるの

を試し始めた。 

パタパタと足型をつける足音がその場に

響いていてしばらくその光景が続いた 

 

 

 

子どもの姿 

ログハウスの中は白砂が多くっり、白砂の感触を

楽しみながら、おままごとして遊ぶ姿が増えてき

た。白砂を容器に入れて何かに見立てて遊びなが

ら、友だちとの関わりを楽しめるようにもなってき

ている。 

「問い」を考える 
白砂の感触をどう感じているのか、何ができるの

かを一緒に遊びを考えていく。 

活動をデザインする 
白砂で感触、色、匂い、視覚、聴覚に注目出来る

ような場面に注目する。 

環境をデザインする 
 白砂が多いところで遊んでいる姿を見守る。 

小グループを構成する 
集まってきた数名と、やり取りをしながら自由 

 に関わる。 

振り返り 

普段は何かに見立てて遊ぶのに触れていた白砂

をじっくりと触れてみることにした。触れてみて感

じられたのが、冬ならではの砂の乾燥、日に当たっ

ているから感じる暖かさなど、季節感を感じながら

遊べているひと時がっるのを改めて知ることが出

来た。見立てて発展しながら遊ぶ姿も大切ではっる

が、五感を働かせる瞬間に意識するのも必要だと学

ぶことができた。 



 


